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て
は
10
月
1
日
に
行
わ
れ
る
香
山

リ
カ
本
学
教
授
の
講
演
会
が
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
間
近
に
な
っ

て
き
た
。当
立
教
会
と
し
て
は
、こ

の
講
演
会
を
成

功
裏
に
導
く
べ

く
、関
係
各
所
に

様
々
な
働
き
か

け
、
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

（
53
教　

古
屋
賢

一　

記
）
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平
成
23
年
度
総
会
・
懇
親
会
を

開
催
し
、67
名
の
校
友
が
集
い
ま

し
た
。越
川
佳
代
子
弁
護
士（
Ｈ
11

化
）に
よ
る
卓
話
後
の
懇
親
会
で

は
、初
参
加
の
校
友
を
中
心
に
席

を
立
っ
て
名
刺
交
換
、談
笑
す
る

姿
が
多
数
見
ら
れ
、校
友
の
輪
が

広
が
り
ま
し
た
。応
援
団
Ｏ
Ｂ
坂

本
弘
氏（
52
経
）の
リ
ー
ド
で
校
歌

斉
唱
、写
真
撮
影
。体
育
会
Ｏ
Ｂ
が

集
ま
り
肩
を
組

ん
で
再
び
、
校

歌
斉
唱
。
だ
れ

も
が
学
生
時
代

を
懐
か
し
ん
だ

一
夜
で
し
た
。

（
浅
岡
柚
美　

記
）

　

総
会
と
し
て「
厚
木
立
教
会
の

集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。本
年
は

1
月
27
日
に
厚
木
立
教
会
30
周
年

を
記
念
し
、厚
木
市
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
に
て
、立
教
大
学
現
代
心

理
学
部
香
山
リ
カ
教
授
に「
香
山

リ
カ
の
生
き
る
力
を
つ
け
る
た
め

の
処
方
箋
」と
い
う
ご
講
演
を
い

た
だ
き
、盛
大
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。ま
た
総
会
当
日
は
市
内
の

み
な
ら
ず
、藤
沢
、秦
野
、海
老
名
、

町
田
か
ら
の
校
友
も
参
加
さ
れ
、

熊
坂
愛
子
さ
ん（
50
経
）、落
合
秀

人
氏（
Ｈ
4
営
）の
司
会
に
よ
り
、

校

友

の

広

場
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校

友

の

広

場

海
外
・

地
域

愛
媛
立
教
会
活
動
報
告

稲
城
・
多
摩
立
教
会
臨
時
総
会

八
戸
立
教
会
総
会
・
懇
親
会

松
戸
立
教
会
第
7
回
定
時
総
会

中
東
遠
・
立
教
会
懇
親
会

立
川
立
教
会
総
会
・
懇
親
会

杉
並
立
教
会　

第
2
回
総
会

広
島
立
教
会
総
会

川
口
立
教
会
総
会

総
長
と
の
交
流
会
を
終
え
て

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
立
教

会
年
次
総
会
・
懇
親
会

平
成
23
年
度
厚
木
立

教
会
の
集
い（
総
会
）

福
岡
立
教
会
平
成
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年
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総
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懇
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会
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情
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教
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タ
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八
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ラ
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テ
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商
工
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掛
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ラ
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テ
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レ
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テ
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立
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阿
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テ
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広
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タ
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が
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京
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駅
ビ
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大
学
よ
り
鈴
木
敦
校
友
会
事

務
局
長
を
お
迎
え
し
、35
名
の
出

席
者
を
も
っ
て
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
の
犠

牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
る
と
共
に
、

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
現
地
入

り
し
た
会
員
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、会
長
・
名
誉
会
長

が
相
次
い
で
病
に
倒
れ
、会
全
体

が
意
気
消
沈
気
味
で
し
た
が
、一

日
も
早
い
回
復
を
祈
っ
て
、元
気

に
留
守
を
守
ろ
う
…
と
決
議
し
ま

し
た
。ま
ず
は
、

市
内
6
大
学
対

抗
の
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
・
ゴ
ル

フ
大
会
で
の
優

勝
を
目
指
し
ま

す
。（
岡
田
公

子　

記
）

　

時
は
5
月
31
日
、が
ん
こ
京
都

駅
ビ
ル
店
に
お
い
て
滋
賀
、京
都
、

大
阪
、神
戸
の
立
教
会
会
長
他
合

せ
て
男
女
13
名
が
集
い
、交
流
会

を
開
き
ま
し
た
。今
後
予
定
さ
れ

て
い
る
近
畿
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
て
、関
西
で
の
立
教
の
知
名
度

も
尚
一
層
向
上
さ
れ
て
い
く
事
で

し
ょ
う
。い
つ
ま
で
も
母
校
を
愛

す
る
気
持
ち
は
心
の
財
産
に
値
す

る
と
思
い
ま
す
。総
長
の「
立
教
の

卒
業
生
は
、学
部
学
科
に
拘
る
事

な
く
、多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
が
六
大
学
に
お
い
て
も
ト
ッ

プ
で
す
よ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
言

葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。宴
は
終

始
和
や
か
に
、齢
の
垣
根
を
越
え

て
、楽
し
く
解
散
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
61
英　

椙
本
貴
子　

記
）

　

昨
年
8
月
に
発
足
し
た
稲
城
・

多
摩
立
教
会
は
、設
立
1
周
年
を

前
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
た
。出

席
者
32
名
。規
約
の
一
部
改
正
、年

間
報
告
等
議
事
終
了
後
は
、産
経

新
聞
東
京
本
社
編
集
局
地
方
部

長
・
楠
崎
正
人
氏
に
よ
る「
東
日

本
大
震
災
に
思
う
」が
記
念
講
演

と
し
て
行
わ
れ
た
。な
お
、総
会
当

日
は
震
災
か
ら
1
0
0
日
目
と

い
う
節
目
の
日
で
も
あ
っ
た
。総

会
終
了
後
は
恒
例
の
懇
親
会
へ
と

進
み
、立
教
グ
ッ
ズ
の
販
売
、野
球

部
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
を
挟
み
つ
つ
賑

や
か
に
閉
会
。先
々
の
予
定
と
し

　

会
員
26
名
の
参
加
に
て
開
催
。

総
会
で
は
、震
災
被
害
に
対
し
て

校
友
会
本
部
よ
り
お
見
舞
い
に
来

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。総
会
後
、

公
募
に
て
就
任
し

た
十
和
田
市
副
市

長
・
小
久
保
氏
の

講
演
が
あ
り
、成
果

や
体
験
談
な
ど
を

聞
き
ま
し
た
。最
後

は
、ス
ク
リ
ー
ン
に

　

開
会
冒
頭
、雨
宮
勇
造
会
長（
31

文
社
）は
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、ま

た
、昨
年
10
月
開
催
の「
第
3
回
千

葉
県
校
友
の
集
い
」が
盛
会（
参
加

者
2
0
0
名
超
）且
つ
35
万
円
を

立
教
未
来
計
画
に
寄
付
し
た
旨
報

告
。今
年
は
役
員
改
選
の
年
、会
長

に
雨
宮
氏
が
全
会
一
致
で
再
選
、

他
の
役
員
は
会
則
に
よ
り
新
会
長

か
ら
指
名
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。活

動
報
告
中
、「
松
戸
六
大
学
対
抗

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」で
は
松
戸
立
教

　

浜
松
立
教
会
の
下
部
組
織
で

あ
る
中
東
遠
・
立
教
会（
高
木
正

樹
会
長
）が
発
足
し
、第
1
回
懇
親

会
を
開
催
し
ま

し
た
。24
名
が
集

い
、立
教
大
学
野

球
部
О
Ｂ
で
長
嶋

茂
雄
さ
ん
と
ご
懇

意
の
宗
野
徳
太
郎

氏（
静
岡
立
教
会
）

が
知
ら
れ
ざ
る
逸

　

昨
年
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
立

川
立
教
会（
岡
部
直
士
会
長
）の
平

成
23
年
度
総
会
・
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。総
会
で
は
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、乙
幡
勝
豊
会
長（
51

経
）、橘
健
治
幹
事
長（
62
観
）が
選

任
さ
れ
、新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。ま
た
、6
月
15
日
に
開
催

さ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
で
集
ま
っ
た
寄
付
と
総
会
参

加
者
か
ら
の
募
金

を
合
わ
せ
て
、東

日
本
大
震
災
の

被
災
者
支
援
に

役
立
て
て
頂
き
た

く
、大
学
に
持
参

致
し
ま
し
た
。（
金

原
宏
和　

記
）

　

7
月
2
日
、阿
佐
谷
聖
ペ
テ
ロ

教
会
に
て
第
2
回
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た（
59
名
参
加
）。総
会
後
、

会
員
の
松
浦
俊
郎
氏（
19
経
）に
よ

る
学
徒
出
陣
か
ら
戦
中
戦
後
の
体

験
談
の
講
演
、又
そ
の
後
、懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。懇
親
会
に

て
会
員
か
ら
集
め
ら
れ
た
災
害
支

援
金
を
募
金
室
の
鵜
川
氏
に
お
預

け
し
、被
災
学
生
の
奨
学
金
に
役

立
て
て
頂
く
事
と

致
し
ま
し
た
。な

お
、杉
並
立
教
会

は
会
費
の
徴
収
を

せ
ず
運
営
さ
れ
て

お
り
、会
員
を
募

集
中
で
す
。（
本

村
敏
則　

記
）
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広
島
立
教
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、総
勢
53
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。今
回
は
、長
年
務
め
ら

れ
た
今
井
会
長
が
退
任
さ
れ
、代

わ
り
に
廣
川
新
会
長
が
就
任
し
ま

し
た
。懇
親
会
で
は
参
加
者
全
員

に
よ
る
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
な

ど
で
、あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い

時
間
が
過
ぎ
て

ゆ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、抽
選

会
や
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
で
大
い

に
盛
り
上
が

り
、最
後
は
当

会
で
恒
例
と

な
っ
て
い
る
校

※
い
た
だ
い
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、編
集
の
都
合
上
、変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
校
友
の
広
場
」に
は
常
に
多
数
の
応
募
が
あ
り
、現
在
な
か
な
か
タ
イ
ム
リ
ー
に
ご
掲
載
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。原
則
と
し
て
年
間
一
団
体
、一
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
、十

河
会
長
の
も
と
に
社
会
学
部
萩

原
な
つ
子
教
授
よ
り
仙
台
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
知

人
が
現
地
で
タ
オ
ル
が
不
足
し
て

困
っ
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。当
地
に
は
日
本
一
の
タ
オ

ル
産
地
・
今
治
が
あ
り
、早
速
立

教
Ｏ
Ｂ
の
タ
オ
ル
会
社
を
中
心
に

他
の
タ
オ
ル
会
社
の
協
力
も
得

て
、大
型
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
、ダ
ン

ボ
ー
ル
96
箱
の
タ
オ
ル
・
バ
ス
タ

オ
ル
類
を
調
達

し
、
被
災
地
に

届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

運
送
費
等
は

立
教
会
の
メ
ン

バ
ー
に
義
援
金

を
募
り
、
皆
様

【
出
席
者
】　

田
名
部（
32
営
）　

坂
間（
33
文
）

神
山（
33
社
）　

佐
藤（
35
営
）　

平
光（
36
英
）

福
井（
37
営
）　

大
久
保（
39
営
）　

南
部（
39

法
）　

瀧
澤（
39
法
）　

浪
打（
40
社
）　

西
村

（
43
物
）　

梅
内（
44
心
）　

高
橋（
44
経
）　

中

川
原（
44
産
）　

松
尾（
45
経
）　

淡
路（
46
社
）

津
川（
49
心
）　

坂
本（
49
日
）　

東
海
林（
51

物
）　

島
守（
53
営
）　

小
久
保（
56
営
）　

竹

林（
Ｈ
8
営
）　

岸（
Ｈ
16
心
）　

松
永（
Ｈ
17

営
前
）　

村
田（
Ｈ
18
会
）　

長
嶺（
Ｈ
23
数
）

か
ら
の
積
極
的
な
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。ま
た
、4
月
に
は
萩
原
先
生

の
仲
介
で
、江
戸
家
猫
八
・
小
猫

親
子
に
よ
る
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

公
演
を
松
山
で
開
催
し
、愛
媛
立

教
会
も
応
援
、盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
井　

記
）

会
長
に
山
口
巌
雄
氏（
40
営
）を
再

選
、平
成
23
年
・
24
年
度
役
員
の

選
出
、会
計
報
告
な
ど
諸
案
件
は

す
べ
て
承
認
さ

れ
、懇
談
会
に
進

み
、校
歌
斉
唱
で

会
を
締
め
く
く

り
、な
ご
や
か
に

終
了
し
ま
し
た
。

（
若
尾
哲
朗　

記
）

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
立
教

会
の
年
次
総
会
・
懇
親
会
が

M
illbrae, CA

 

の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
５
名

の
新
メ
ン
バ
ー
を
加
え
、
総
勢
18

名
と
い
う
、
会
と
し
て
は
画
期
的

な
出
席
率
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
近
況
報
告
、
会
の
概

況
報
告
等
、
今
年
１
年
の
活
動
を

振
り
返
り
な
が
ら
美
味
し
い
中
華

料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。
役
員

続
投
、
情
報

交
換
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン

グ
の
場
と
し

て
益
々
盛
り

上
げ
て
行
く

こ
と
を
お
約

束
し
ま
し
た
。

（
杉
浦　

記
、

鶴
田　

写
真
）
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三
島
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
関
威
明
会
長
）で
は
、沼
津
市
の

「
駿
河
の
湯
」（
清
善
巳
社
長
・
48

産
、清
正
司
専
務
・
51
経
）に
て
総

会
と
懇
親
会
を
15
名
の
出
席
の
も

と
に
開
催
し
ま
し
た
。天
然
温
泉

を
楽
し
ん
だ
後
の
総
会
で
は
、神

田
博
司
前
事
務
局
長
に
対
す
る
立

教
大
学
校
友
会
か
ら
の
感
謝
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し

た
。懇
親
会
は

沼
津
立
教
会
か

ら
も
出
席
を
い

た
だ
き
、和
や

か
な
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。（
関

野　

記
）

三
島
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

2
0
1
1
年
度
総
会
・
懇
親
会

'11
・
7
・
24

沼
津
市「
駿
河
の
湯
」

【
出
席
者
】石
井
淳
夫（
34
社
）　

関
威
明（
38

法
）　

石
原
新
二（
38
経
）　

林
慧
子（
38
社
）

竹
内
朝
子（
38
史
）　

関
野
康（
45
法
）　

上
岡

潤
子（
48
心
）　

石
川
静
雄（
49
法
）　

藤
巻
哲

雄（
49
法
）　

北
川
陽
子（
50
日
）　

飯
田
利
幸

（
51
観
）　

天
野
清
文（
52
史
）　

高
木
基（
54

産
）　

星
野
康
仁（
54
法
）　

神
田
博
司（
58

法
）

映
し
出
さ
れ
た
母
校
を
見
な
が
ら

校
歌
・
応
援
歌
を
声
高
ら
か
に
歌

い
、盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し

た
。（
浪
打
武
彦　

記
）

会
チ
ー
ム
三
連
覇
で
盛
り
上
が
っ

た
。記
念
講
演
は
石
戸
孝
行
氏（
京

北
ス
ー
パ
ー
相
談
役
）か
ら「
手
賀

沼
の
水
質
保
全
と
シ
ジ
ミ
」の
実

体
験
に
よ
る
環

境
改
善
活
動
と
、

「
食
の
安
全
」
な

ど
に
つ
い
て
拝

聴
。当
日
4
名
の

新
会
員
を
迎
え
、

最
年
少
は
平
成

22
年
卒
の
石
島

聡
君
で
あ
っ
た
。

（
丹
治　

記
）

話
を
披
露
。一
同
全
身
を
耳
に
し

て
拝
聴
し
ま
し
た
。本
会
で
は
会

員
名
簿
を
作
成
中
で
す
。掛
川
、袋

井
、菊
川
、御
前
崎
の
各
市
、周
智

郡
森
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
は
事
務
局
・
高
木
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
鈴
木
直
美　

記
）

【
連
絡
先
】　

高
木

　

0
5
3
7
‐
２
２
‐
3
7
1
1

歌
斉
唱
に
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

職

域

立
教
金
融
人
会

　

立
教
金
融
人
会
は
、5
月
26
日

か
ら
29
日
の
4
日
間
、ベ
ト
ナ
ム

の
経
済
・
金
融
視
察
旅
行
を
行
い

ま
し
た
。ハ
ノ
イ
証
券
取
引
所
、ド

ラ
ゴ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱
、ベ
ト
ナ

ム
商
業
銀
行
㈱
な
ど
10
ヶ
所
の
金

融
機
関
各
社
の
役
員
、管
理
職
の

方
々
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
金
融
状
況
、投

資
環
境
に
つ
い
て

の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。ま
た
、谷
崎

駐
ベ
ト
ナ
ム
大
使

と
の
面
談
も
行
い

ま
し
た
。詳
し
く

は
立
教
金
融
人
会

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
市

'11
・
5
・
26
〜
29

の
Ｈ
Ｐ（「
立
教
金
融
人
会
」で
検

索
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
太
田
裕
久

　

記
）

'11
・
5
・
27

新
橋　

三
代
豊
国

フ
コ
ク
生
命
立
教
会

　

毎
年
恒
例

の
新
人
歓
迎

会
を
兼
ね
た

フ
コ
ク
生
命

立
教
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、新
入

社
員
、Ｏ
Ｂ
を

含
む
29
名
に
参
加
い
た
だ
き
、参

加
者
全
員
の
挨
拶
か
ら
も
、こ
の

フ
コ
ク
生
命
立
教
会
を
と
て
も
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。現
在
の
会
員
数
は
、現


